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概要 

香川大学は，人事システムと連携した教職員録の自動生成機能と可視化機能を備えるデ

ジタル教職員録システムを開発し，2024 年 9 月から実運用を開始させた．デジタル教職員

録システムは，従来の手動による教職員録の作成業務を自動化し，業務工数の大幅な削減

を可能にする．さらに，その可視化機能は，リアルタイムでの教職員数の把握を可能にし，

データに基づいた戦略的な意思決定に貢献する．これにより，人員配置の適正化や教員の

業務負担軽減策の策定が促され，大学運営の効率化と教育の質の向上に資することが期待

できる．本論文では，デジタル教職員録システムの開発について述べる． 

 

1  はじめに 

香川大学では，これまで教職員の氏名，所属，

メールアドレス，内線番号等の情報を記載した教

職員録を，学内向けウェブサイトに掲載していた．

利用者は，教職員の連絡先を知りたい場合，教職

員録を閲覧することでその情報を入手していた．

教職員録の作成には，担当の事務職員が，教職員

情報を一元管理している人事システムから教職員

データをダウンロードし，Microsoft Excel に読み

込み，整形した後，PDF 形式に変換してウェブサ

イトに掲載するという作業を手動で行っていた．

このように，教職員録の作成は，作業負担が大き

く，業務工数削減が課題であった． 

この課題に対して本研究は，「デジタル教職員

録システム」を開発した．デジタル教職員録シス

テムは，人事システムと連携して教職員録を自動

生成することで，教職員録の作成業務に係る業務

工数を削減することを目的としている．また，デ

ジタル教職員録システムは，教職員数の可視化機

能を有しており，リアルタイムでの教職員数の把

握が可能になることで，データに基づいた戦略的

な意思決定に貢献する効果も期待できる． 

独立行政法人情報処理推進機構（IPA）は，2021

年に「DX 実践手引書 IT システム構築編」を公

開し，その中で，デジタルトランスフォーメーシ

ョン（DX）を実現するあるべき IT システム構造

として，スサノオ・フレームワークを提唱した[1]．

スサノオ・フレームワークは，肥大化したレガシ

ーシステムをモジュール化し，その再構築を通じ

て新たな価値を創出する手法である．「DX 実践手

引書 IT システム構築編」では，システム間の連

携を API によって実現するモデルが提示された．

このモデルでは，企業内部の基幹システムや外部

サービスから収集・蓄積されたデータが，独自ア

プリケーションを介して社員や顧客への価値提供

に活用されることに加え，データ分析基盤により

高度な分析環境が構築される．香川大学における

教職員録の作成業務に係る業務工数削減という課

題に対し，教職員録の自動生成機能をパッケージ

システムのカスタマイズで実装させる方法も考え

られる．本研究では，スサノオ・フレームワーク

に基づき本機能を実現すべく，人事システムが有

するデータを収集する API を用いて，人事システ

ムとは別のシステムとしてデジタル教職員録シス

テムを開発するアプローチを採用した．デジタル

教職員録システムは，基幹システムである人事シ

ステムと API を介して連携することで教職員録



の自動生成機能を実現しており，これは，スサノ

オ・フレームワークにおける独自アプリケーショ

ンの役割に合致する．また，デジタル教職員録シ

ステムは，教職員数の可視化機能を有し，データ

分析環境を提供する．これは，スサノオ・フレー

ムワークのデータ分析基盤に相当する．以上のこ

とから，デジタル教職員録システムの開発は，ス

サノオ・フレームワークの概念を応用した DX 推

進の具体的事例である．本論文では，デジタル教

職員録システムの開発について述べる． 

2  デジタル教職員録システムの開発 

 図 1 は，デジタル教職員録システムの概要図を

示している．デジタル教職員録システムは，基幹

システムから教職員データを収集する「①教職員

データ収集機能」，一次データベースから二次デ

ータベースへ教職員データを取り込む「②二次デ

ータベース取込機能」，教職員データの閲覧・検

索を実現する「③閲覧・検索機能」，教職員数を

可視化する「④可視化機能」を備えている． 

2.1 ①教職員データ収集機能 

「① 教職員データ収集機能」では，API を利

用して，人事システムから定期的に自動で教職員

データが一次データベースに取り込まれる．人事

システムには，メールアドレスが格納されていな

いため，学内ネットワークを利用するユーザアカ

ウントを管理する LDAP サーバからメールアド

レスが収集され，教職員データと共に一次データ

ベースに格納される． 

 

2.2 「②二次データベース取込機能」 

一次データベースに格納された教職員データ

は，「②二次データベース取込機能」により，定期

的に自動で二次データベースに取り込まれる．こ

のとき，生年月日や職員番号等の教職員録に不要

な項目は除かれる．二次データベースには，デー

タが取り込まれた日付別で教職員データが蓄積さ

れる．これにより，二次データベースには，時系

列で教職員データが蓄積されるため，過去の教職

員データの利活用が可能となる． 

2.3 「③閲覧・検索機能」 

図 2 は，デジタル教職員録システムの閲覧・検

索画面を示している．利用者は，氏名や所属名を

キーワードにして教職員を検索することができる．

さらに，日付を指定することで，過去の教職員デ

ータの閲覧・検索が可能である．検索結果での「詳

細」ボタンの押下により，詳細画面が表示される．

詳細画面には「Teams チャット」ボタン，「Teams

通話」ボタンが表示される．香川大学は，Microsoft 

のコミュニケーションプラットフォームである  

Teams [2]を全学に導入しており，これらのボタン

を押下することで，Teams が起動し，当該教職員

とチャットや通話が可能となる． 

2.4 「④可視化機能」 

教職員数の可視化には， Microsoft Power 

Platform [3]に含まれる Power BI を用いた．BI

（Business Intelligence）は，1989 年に  Howard 

Dresner により提唱された，企業が市場での競争
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優位性を獲得するために膨大なビジネスデータを

収集・活用する情報分析の概念である[4]．BI を構

築するための BI ツールである Power BI は，

「データの収集」，「分析」，「可視化」に必要

な機能を有している．図 3 は，教職員数の可視化

レポートを示している．レポートには，教職員数

についての時系列のグラフ，現在の所属別，職位

別等の教職員数が表示される．レポートは，定期

的に自動更新され，インターネット経由でいつで

もどこからでもそれを閲覧することができる． 

3  おわりに 

本論文では，人事システムが有するデータを収

集する API を用いて，香川大学で開発されたデジ

タル教職員録システムについて述べた．デジタル

教職員録システムは，基幹システムである人事シ

ステムとの連携により，定期的に自動で教職員デ

ータを収集して教職員録を生成する．これにより，

従来の手動による教職員録の作成業務が自動化さ

れ，業務工数の大幅な削減が可能となる．さらに，

デジタル教職員録システムの可視化機能は，リア

ルタイムでの教職員数の正確な把握を可能にし，

大学における客観的なデータに基づく戦略的な意

思決定に貢献する．具体的には，人員配置の適正

化や教員の負担軽減策を講じることが可能となり，

結果として教育・研究の質の向上および大学運営

の効率化に資すると期待できる． 

本研究は，デジタル教職員録システムの開発

を通じて，大学自身で人事システムが有するデー

タを有効活用すべく，必要なシステムを開発した．

本研究は，ユーザ企業である大学自身が人事シス

テムなど基幹システムが有するデータの利活用に

向けて必要な方策を明らかとしている． 
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図 3 教職員数の可視化レポート 
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